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日
本
語
っ
て
不
思
議
な
⾔
葉
︒

　 

ほ
ん
の
ひ
と
こ
と
で
も
、
い
ろ
ん
な
言
い
回
し
が

　 

で
き
る
し
、
微
妙
な
表
現
の
違
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で
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受
け
取
る
側
の
印
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が
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っ
た
り
す
る
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そ
の
一
つ
が
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お
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が
入
り
ま
し
た
」
と
い
う
表
現
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な
ぜ
な
ら
、
お
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が
〝
自
分
で
〟
湯
呑
み
に
入
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わ
け
じ
ゃ
な
い
か
ら
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前
者
の
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景
に
は
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〝
私
が
し
た
〟
と
い
う
押
し
付
け
が
ま
し
さ
を
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さ
せ
な
い
配
慮
が
あ
る
。
相
手
へ
の
気
遣
い
と
優
し
さ

　 

が
こ
も
っ
た
︑
美
し
い
⽇
本
語
だ
な
あ
と
感
じ
る
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◆ 

さ
て
、
も
う
す
ぐ
茶
摘
み
の
季
節
。
新
茶
を
用
意
し
て
、

　 

あ
の
人
に
声
を
か
け
て
み
よ
う
か
な
。

　 

﹁
お
茶
が
⼊
り
ま
し
た
︒
⼀
息
ど
う
で
す
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？
﹂
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ゆ
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い
り
ょ

き
づ
か
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天
理
の
こ
と
ば

「
皆
ん
な
心
持
っ
て
、
優
し
い
、
優
し
い
心

　
 
持
っ
て
く
れ
︒
こ
れ
よ
り
楽
し
み
無
い
︒﹂
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陽気ぐらしの天理教


	◆ 日本語って不思議な言葉。
	　 ほんのひとことでも、いろんな言い回しが 　 できるし、微妙な表現の違いで、 　 受け取る側の印象が変わったりする。
	◇ その一つが「お茶が入りました」という表現。 　 正しい日本語の使い方なら、 　 「（私が）お茶を入れました」となる。
	　 なぜなら、お茶が〝自分で〟湯呑みに入る 　 わけじゃないから。前者の表現の背景には、 　 〝私がした〟という押し付けがましさを感じ
	　 させない配慮がある。相手への気遣いと優しさ 　 がこもった、美しい日本語だなあと感じる。
	◆ さて、もうすぐ茶摘みの季節。新茶を用意して、 　 あの人に声をかけてみようかな。 　 「お茶が入りました。一息どうですか？」
	「お茶が入りました」
	《  続 ・ ちょっと  ひとこと  》　　（三）

	「皆んな心持って、優しい、優しい心 　　持ってくれ。これより楽しみ無い。」
	天理のことば
	◆ 日本語って不思議な言葉だ。ほんのひとことでも、 　 いろんな言い回しができる。しかも、その微妙な 　 表現の違いで、言葉を受け取る側の印象が変わっ 　 てくる。
	◇ その一つが「お茶が入りました」という表現だ。 　 正しい日本語の使い方ならば「（私が）お茶を入 　 れました」となる。なぜなら、お茶が〝自分で〟 　 湯呑みに入ったわけではないからだ。前者の表現 　 の背景には〝私がした〟という押し付けがましさ 　 を感じさせない配慮がある。相手への気遣いと 　 優しさがこもった、美しい日本語といえるのでは 　 ないだろうか。
	◆ もうすぐ茶摘みの季節だ。新茶を用意して、あの人 　 に声をかけてみようか。 　　　「お茶が入りました。一息どうですか？」

	「お茶が入りました」
	《  続 ・ ちょっと  ひとこと  》　　（三）
	◆ ある日、日本語を学んでいる留学生とおしゃべりを 　 した。話題は日本語の難しさで、特にややこしいの
	　 は〝動詞の活用〟だという。例えば、来る、来ない、
	　 来ます、来れば、来い…。〝来〟に添えられる送り 　 仮名と、その意味を覚えるだけでも大変なのに〝来〟 　 の読み方まで変化する。ましてや地方によって方言
	　 があることを加味すると、日本語が難しいと言われ
	　 るのも頷ける。
	◇ ときに日本語は不思議な使われ方をすることがあ 　 る。その一つが「お茶が入りました」という表現 　 だ。正しい日本語の使い方ならば「（私が）お茶を 　 入れました」となる。なぜなら、お茶が〝自分で〟
	　 湯呑みに入ったわけではないからだ。前者の表現の 　 背景には〝私がした〟という押し付けがましさを感  　じさせない配慮がある。相手への気づかいと優しさ 　 がこもった、美しい日本語といえるのではないか。
	◆ もうすぐ茶摘みの季節だ。新茶を用意して、あの人 　 に声をかけてみようか。 　　　「お茶が入りました。一息どうですか？」

	「お茶が入りました」
	《  続 ・ ちょっと  ひとこと  》　　（三）


